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全国総合開発計画における生活圏域の位置づけ

出典：国土審議会計画部会 第５回ライフスタイル・生活専門委員会（国土交通省、平成17年12月） 1



多自然居住地域

出典：国土審議会調査改革部会 第８回持続可能な国土の創造小委員会（国土交通省、平成16年2月）

多自然居住地域の創造について
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「２１世紀の国土のグランドデザイン」に示されている４つの戦略の１つ

中小都市と中山間地域等を含む農山漁村等の豊かな自然に恵まれた地域を２１
世紀の国土のフロンティアとして位置づけ、都市的サービスとゆとりある居住環
境を併せて享受できる自立的圏域を創造することを目指すもの

多自然居住地域は、独創的な地域づくりの実現を基本とした各市町村の自由意
思により圏域を形成するものであり、地域の社会的、自然的条件を生かしつつ多
様な主体による重層的な連携を推進する

【戦略のねらい】
「都市と農山漁村の連携による魅力ある地域の創造」

中枢都市等と農山漁村の連携を通じた機能分担と相互補完、中枢・中核都市等と
の交流、連携による高次都市機能の享受や新しい産業の創出
「新しいライフスタイルの実現と地域の醸成」

豊かな自然環境と都市の利便性を併せて享受できる居住環境の形成、地域の文
化や特性を生かした新しい文化と生活様式の創出
「人と自然の新しい関係の構築」

森林、農用地、河川、海岸等の地域資源の良好な保全・管理、豊かな自然環境を
美しく健全な状態で将来世代に継承



多自然居住地域

出典：国土審議会調査改革部会 第８回持続可能な国土の創造小委員会（国土交通省、平成16年2月）

多自然居住地域のイメージ
都市と農山漁村の連携による機能分担・相互補完と新しい産業の創出、地域の特色を生かした新しい生活様式の実現、地域資源の良
好な保全・管理と美しい自然環境の継承をめざして、地域の選択に基づく多様な主体による取組を進める
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